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【目的】 

世界中の人々の生活に影響を与えている新型コロナウイルスの拡散の一因は、感染者の咳等によって放出され

たマイクロ飛沫とされている。マイクロ飛沫に関する文献調査では、飛沫の挙動に関する論文１）～３）に着目

した。それらの論文では、模擬咳発生装置から、模擬唾液を用いて人間の咳飛沫とほぼ同じ挙動の飛沫を発射し

た。模擬唾液は水１Ｌに対してグリセリン76g、塩化ナトリウム12ｇを加えて作られたものだとされていたが、粘

土に関するものは記述されておらず、人間の唾液との比較したデータなども示されていなかった。そこで本研究

では、人間の唾液とその粘度についての研究を行った。特に模擬唾液については粘度を測定し、人間の唾液の粘

度と比較した。 

【材料および方法】 

本研究当初、粘度の変動は塩化ナトリウムの濃度が関係すると仮定していたが、関係性が見られなかったため

グリセリン濃度と粘度の関係性に着眼点を置き変えた。基準とする模擬唾液は、水１Lにグリセリン76gと塩化ナ

トリウム12gを加えたもので、グリセリン濃度を4段階に変化させ、粘度との関係性を調べた。水、グリセリン、

塩化ナトリウムなど実験で用いるものは使用するまで25℃の恒温槽で保存した。 

粘度の測定には、粘度計キヤノン・フェンスケを使用した。規定量8㏄の模擬唾液が毛細管を流出する時間を測

り、その流出時間と粘度計定数から動粘度を計算し、粘度を求めた。 

【結果】 

グリセリン濃度を7.0、18.4、28.3、37.2（％）と上げると、粘度も1.23、1.72、2.42、6.02[mPa･s]と上昇し

た（図）。模擬唾液の粘度は、グリセリンによって変動することが分かった。しかし、今回の実験方法は一回で

8㏄の唾液を必要とし、人間から一回で採取することは不可能だったため人間の唾液の粘度測定は断念した。 

【考察】 

文献を調査すると模擬唾液の作製方法は文献４）の方法

が基準となっているように見受けられる。だがその粘度は

文献に記載がなかった。測定した結果、同方法による模擬

唾液の粘度は1.23と人間の唾液と同じであることが判明

した５）6）。ただし、人間の唾液の粘度には幅がある。粘度

の等しい模擬唾液を作製するにはどのぐらいのグリセリ

ン量が必要になるか明らかになった。今後の課題であるが

、空気の混入による唾液の粘度の変動を明らかにすること

、粘度の変動が飛沫の挙動にどのような変化をもたらすの

かを明らかにすることの二点を今後の課題にしたい。 
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図 模擬唾液のグリセリン濃度と粘度との関係 
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